
１．パブリックコメントの実施状況

(１) ご意見の募集期間

令和３年１月４日（月）～令和３年１月２５日（月）

(２) ご意見の応募者数及び件数

・応募者数及び件数　　１名、４件

・男女内訳　　男性：１名　女性：０名

・年代内訳　　７０歳代：１名

(３) 提出方法の内訳

下野市子どもの読書活動推進計画（第四次）（案）に関するパブリックコメントの結果について

郵　送 ファクシミリ 電子メール 持　参 計
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２．ご意見の概要と考え方

№

１

２

３

該当箇所 ご意見の概要 ご意見に対する考え方

1　計画全般 下野市子どもの読書活動推進計画としては、全般的
には良くできています。その上で気になった点がい
くつかあります。
量の比較は素晴らしく緻密になされているが、質に
ついてあまり具体的に語られていないのが気になり
ました。コラム等で具体的に推薦本などを挙げても
よかったかなと思います。

本計画の中にコラム等の記載はありませんが、
施策番号㉚　児童生徒への推薦本リストの作成・
配布
として、毎年推薦リストを作成し、4か月児健康診
査、保育園・幼稚園、学校等を通して、配布を
行っています。

教育界に求めるものとして、最近「生きる力」から
「稼ぐ力」の養成が叫ばれております。そうした時
代ニーズに合った話題も取り上げるべきではなかっ
たかなとも思います。

今後の参考とさせていただきます。

令和2年度中に、下野市内の小中学校の全ての児童
生徒に一人１台タブレットが支給されます。そのこ
とに対する対応策が記載されてません。令和3年度
から令和7年度の5年間計画であるならば、記載すべ
きです。

本計画の中にはありませんが、小中学生だけでな
く、全年代を対象とした
「下野市図書館基本計画(第二次)」の10ページ
(1) 知識と情報の拠点としての図書館
③ サービスの提供の向上
ウ）インターネットに接続できる※Wi－Fi環境の
導入を検討します（新規）
エ）※電子書籍についての導入を検討します（新
規）
と記載し、図書館の包括的な情報化について言及
しています。
児童生徒に支給されるタブレットと子ども読書推
進に関しては、その関連施策を十分に研究し、毎
年度の事業計画に反映できるよう努めてまいりま
す。
これにより、原案のままとさせていただきます。



№ 該当箇所 ご意見の概要 ご意見に対する考え方
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幼児、児童生徒の家読は、意外と思われるほど素晴
らしいものがあります。家読で気になるのは、計画
の範囲外かもしれませんが、大人や高齢者の読書像
がどこにも語られていません。一番身近な家族、大
人や高齢者の読書についても多少の記載が必要で
す。
読書をしない大人たちを見て、子供たちが成長する
につれて読書しないようになるからです。むしろ、
大人がよく読書する下野市像も記載していただきた
いと思います。

本計画は子どもの読書活動の推進に関する法律に
基づき定められており、同法律において0歳から概
ね18歳までの「子ども」を対象としております。
大人の読書活動については、全年代を対象とした
「下野市図書館基本計画(第二次)」の基本目標
（１）知識と情報の拠点としての図書館
（３）利用しやすく役立つ図書館
（５）市民とともにある図書館
等に記載されており、これらの施策を展開するこ
とにより、読書活動を推進してまいります。
これにより、原案のままとさせていただきます。


